
令和８年度 生活指導の方針・体制及び体罰防止のための取り組み 

 

 １、生活指導の方針  

教育目標 「思いやりのある子 他者と共に生きる、豊かな人間性」の育成に向けて学校全体で子ども

および教職員の「心理的安全性」を確保し、「優しさ、あたたかさ」に包まれた学校、「よりよい学校（学

級）」づくりへの機会を増やす。 

・児童が進んで基本的生活習慣や集団生活に必要な社会的習慣を身に付け、健康で安全な学校生 活

を送れるようにする。 

  ・生命の大切さや身体の安全を守ろうとする気持ちを育てる。 

 ・自主的、自律的に生活しようとする態度を育てる。 

 ・児童と教職員の心理的安全性の確保  

・型の指導と心の耕しの両輪による生活指導の徹底 

 

 ２、組織的な指導体制  

・生活指導夕会を実施し、学年で話し合う時間と全教員に周知する時間を確保し、共通理解した 上で

一貫した指導を行う。 

・「いじめ対応は第一優先」。いじめ対策委員会を核とした迅速かつ組織的対応   

・全教職員による「学校いじめ対策委員会」「生活指導の共有」を毎週木曜日に行う。全教員から情報

収集し情報共有し、いじめの認知、解消判断および組織的解決を図る。 

・毎月の「ハッピータイムアンケート」、「生活調査アンケート」、「子ども見守りシート」、Q-U 調査、

子ども・保護者からの相談・連絡等によりいち早く、「不安段階でいじめの芽」を抽出し、迅速かつ

組織的に解決を図る。 

・「弁護士による法教育授業」を実施し、いじめの四層構造を理解させるとともに、いじめは人権問題

であり、決して見過ごしてはいけないことを理解させる。 

  

３、体罰防止のための取り組み  

・「体罰根絶に向けた総合的な対策」や「人権プログラム」等を活用し、年度初め 

・７月、１２ 月の職員会議や生活指導夕会の場において、「体罰禁止の考え方」や「体罰ガイドライ

ン」「体罰根絶のための行動」「見直してみようあなたの人権感覚」「アンガーマネジメント研 修」

等について、年間を通して研修する。  

・聞き取りやトラブル対応については、心理的安全性を確保し、迅速かつ組織的に聞き取りや対 応を

行うことで成長の機会とする。  

・教職員に対して毎月「体罰防止セルフチェック」を行い、管理職が確認する。課題があった場 合は、

該当教員と面談を行う。  

・児童によるアンケートを実施するとともに、全教職員及びスクールカウンセラーとの相談ができる

ことを周知し、児童が悩みを一人で抱え込まないようにする。  

・本校に勤務するすべての職員（教員・時間講師・特別支援専門員・事務・用務主事・栄養士・ 指導

補助・SC・学校司書・学校サポーター・支援員・スクールサポートスタッフ）が、他の 教職員の

体罰、子供への暴言、不適切な指導などの兆しに気付く感度を上げ、気になる言動や 対応につい

ては迅速に管理職に報告するとともに、お互いに注意し合う組織づくりをする。  

・スクールカウンセラーや子ども家庭支援センター、児童相談所、学校運営協議会、学校サポー トチ

ームなどと連携を図り、多面的な視点から指導の状況把握に努める。  

・日常的に職員夕会等で、東京都教育員会が発行の「ふくむレター」及び「処分公表」について 周知

し、服務事故防止の啓発をする。  

・ＨＰへの掲載や学校評価アンケート等を活用し、体罰防止に向けた学校の取組について、保護 者や

地域へ周知するとともに、気になることがあった際に報告を受ける姿勢を伝える。 


